
タンチョウヅルの世界ではつがいは生涯にわたる。
写真提供／鶴居村フォトコンテスト

　

昨
年
は
元
旦
の
能
登
半
島

地
震
の
ほ
か
、
８
月
８
日
、

震
度
６
弱
の
宮
崎
県
日
向
灘

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
政
府
は
初
め
て

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
」（
注
意
報
）
を
発
出
し
、

国
民
に
避
難
準
備
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

国
民
の
誰
も
が
「
南
海
ト
ラ

フ
は
現
実
に
差
し
迫
っ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
、
震
度
が
大
き
め
な
地
震
や
、
線
状
降

水
帯
発
生
に
よ
る
増
水
被
害
の
頻
度
が
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
昨
年
は
元
旦
の
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震(

震
度
７)

が
鮮
烈
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
日

ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
を
持
っ
た
暮
ら
し
方
を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。
２
０
２
５
年
元
旦

た
！
」
と
い
う
印
象
を
持
ち
、

今
に
も
起
こ
り
得
る
緊
迫
感

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

筆
者
の
知
人
は
三
重
県
に

居
り
、
聞
い
た
と
こ
ろ
「
ス

ー
パ
ー
か
ら
飲
用
水
、
カ
ッ

プ
麺
な
ど
の
備
蓄
用
食
品
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
避
難
グ
ッ

ズ
が
一
斉
に
買
わ
れ
て
棚
か

ら
消
え
た
」
と
当
時
の
様
子

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
加
え
る
な
ら
ば
、
簡
易
照

明
や
携
帯
型
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

雨
風
か
ら
防
護
す
る
防
寒

具
・
カ
イ
ロ
、
救
急
医
療
品

な
ど
必
須
と
言
え
ま
す
。

　

近
年
の
記
憶
に
焼
き
付
い

た
大
地
震
を
振
り
返
っ
て
も

「
１
９
９
５
年
阪
神
淡
路
」

「
２
０
０
４
年
中
越
」「
２
０

１
１
年
東
日
本
」「
２
０
１

６
年
熊
本
」「
２
０
１
８
年

胆
振
東
部
」
そ
し
て
２
０
２

４
年
の
「
能
登
半
島
」「
日
向

灘
」
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
の
ほ
か
に
も
、「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
は
短
時
間
で
局

所
的
に
一
挙
に
降
る
大
雨
で

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
覆
わ
れ
た

大
都
市
で
は
鉄
砲
水
が
発
生

し
、
道
路
が
冠
水
し
た
り
し

ま
す
。「
線
状
降
水
帯
」
は
雨

雲
が
一
地
域
に
居
座
り
、
雷

を
伴
い
大
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。

毎
年
、
土
砂
崩
れ
、
河
川
氾

濫
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

元
旦
に
地
震
が
起
き
た
能

登
で
は
９
月
に
も
大
雨
に
よ

る
大
水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

幾
日
も
降
り
や
ま
な
い
雨
が

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
地

震
の
復
旧
が
遅
れ
て
い
た
こ

と
も
仇
と
な
り
、
緩
ん
で
い

　
　
　
　
　
（
６
面
に
続
く
）

各地の避難民受け入れも想定した
防災立国・北海道を建設しよう

政
府「
注
意
報
」発
出
で

「
南
海
ト
ラ
フ
」が
現
実
味

今月のイチオシ記事

読者プレゼントは最終面にあります。
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●林業に優れた人材を送り出す
　 道立北の森づくり専門学院

つくる、うる、かうに地域共同体の理念を。
地域でとれた原材料を地域で加工し、それを流通業界が意識して販売、消費者も心して買い、利用する。
そうすることで地域経済が循環する。そんな北海道共同体の理念を『イーハトーヴ』は提案します。

都市と農村、消費者と生産者を結ぶ交流紙
北 海 道 全 域
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2025［第148号］隔月刊

 TAKE
FREE

発行日： 2025年1月1日

株式会社 情報企画
編集・発行人　山田 勝芳
〒060-0003
札幌市中央区北3条西7丁目緑苑ビル913
ＴＥＬ（011）271-7651／ＦＡＸ（011）271-7652
http://ihatov.hokkaido.jp

1·2月号

（1） 2025年1月1日



　
「
米
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

i
n
ら
ん
こ
し
」
が
、
今
年

も
11
月
23
日
に
蘭
越
町
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
一
お
い
し
い

お
米
を
決
め
る
同
大
会
も
今

年
13
回
目
。
道
内
外
か
ら
４

０
０
品
が
出
品
さ
れ
、
前
回

の
３
８
０
品
を
上
回
る
過
去

最
多
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

審
査
方
法
は
伝
統
の
全
国

一
律
ガ
チ
ン
コ
勝
負
。
全
国

の
調
理
専
門
学
校
生
や
教
師
、

お
米
専
門
店
の
皆
さ
ん
に
よ

る
官
能
審
査
で
予
選
が
行
わ

れ
た
結
果
、
決
勝
戦
の
大
会

当
日
に
は
、
道
内
20
品
、
道

外
10
品
の
上
位
30
品
が
勝
ち

【
問
い
合
わ
せ
】

℡
０
１
３
６・55・６
５
１
７（
直
通
）

蘭
越
町
農
林
水
産
課
農
政
係

●
米‐１
グ
ラ
ン
プ
リ
i
n
ら
ん
こ
し

過
去
最
多
、道
内
外
か
ら

４
０
０
品
の
お
米
が
参
加

熱
気
あ
ふ
れ
る
審
査
会
場
で

史
上
初
、復
活
枠
で
グ
ラ
ン

プ
リ
２
度
目
の
佐
々
木
さ
ん

残
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
は
地

元
の
蘭
越
町
を
は
じ

め
、栗
山
町
、旭
川
市
、

雨
竜
町
、
長
沼
町
、

深
川
市
、
北
竜
町
な

ど
。
道
外
か
ら
は
新

潟
県
魚
沼
市
や
岐
阜

県
下
呂
市
、
茨
城
県

大
子
町
な
ど
か
ら
参

加
。品
種
別
で
は「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
が
13
品

で
最
も
多
く
、
他
に

〈メニュー〉
白（小豆こしあん）、塩豆（小豆こしあん）、
よもぎ（小豆粒あん）、赤（白あん）、かぼ
ちゃ（かぼちゃあん）、ごま（ごまあん）、メ
ロン（メロンあん）、黒糖きな粉（きな粉あ
ん）、ぶどう（ぶどうあん）、玄米（バター小
豆粒あん）、ミルク（ミルクあん）、ベルギー
チョコ（チョコあん）、コーヒー（コーヒー
あん）、いちご（いちごあん）

14

真剣そのものの審査風景真剣そのものの審査風景

蘭越産蘭越産「ゆめぴりか」が
Ｖ２達成 !!

佐々木和弘さんの

の
準
決
勝
進
出
者
が

発
表
さ
れ
る
ご
と
に
、

場
内
に
は
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
、
加
え

て
蘭
越
町
商
工
会
女

性
部
「
ス
コ
ッ
プ
で

盛
り
上
げ
隊
」
の
見

事
な
演
奏
と
、
子
ど

も
た
ち
と
獅
子
が
繰

り
広
げ
る
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
舞
と
太
鼓
演

奏
に
よ
る
蘭
越
町
の

伝
統
芸
能
「
讃
岐
瑞

穂
神
楽
」
で
、
会
場

　

な
ん
と
佐
々
木
さ
ん
は
第

９
回
に
続
い
て
２
度
目
の
グ

ラ
ン
プ
リ
獲
得
。
し
か
も
前

回
に
続
き
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠

か
ら
の
復
活
と
い
う
、
大
会

史
上
初
の
劇
的
な
結
果
と
な

り
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
佐
々
木
さ
ん

は
、
清
流
・
尻
別
川
が
流
れ

る
蘭
越
町
の
素
晴
ら
し
さ
に

つ
い
て
話
し
、
奥
さ
ん
と
お

姉
さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
の
言

葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
蘭
越

町
の
山
本
譲
さ
ん
（
71
）、
北

竜
町
の
黄
倉
正
泰
さ
ん

（
62
）
が
選
ば
れ
、
ト
ッ
プ
３

が
す
べ
て
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

佐々木さんに表彰状を手渡す金秀行町長

蘭越町商工会女性部「スコップで盛り上げ隊」
（上）、勇壮な伝統芸能「讃岐瑞穂神楽」

は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
な

な
つ
ぼ
し
」、「
い
の
ち
の
壱
」、

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
な
ど
が

決
勝
大
会
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
で
は
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
各
５
ブ
ロ
ッ

ク
が
審
査
ス
タ
ー
ト
。
札
幌

保
健
医
療
大
学
の
荒
川
義
人

客
員
教
授
を
審
査
委
員
長
に
、

料
理
研
究
家
の
正
木
和
枝
氏
、

㈱
千
野
米
穀
店
の
徳
永
善
也

代
表
取
締
役
な
ど
11
名
の
審

査
員
が
、
30
品
の
お
米
を
食

べ
比
べ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
が
進
む
中
、

会
場
内
で
は
各
銘
柄
の
お
米

を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
無
料
試

食
や
、
決
勝
大
会
進
出
者
の

お
米
の
食
べ
比
べ
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
が
各

地
の
お
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
「
米
重
量
当

て
ク
イ
ズ
」
は
、

行
列
が
で
き
る

人
気
ぶ
り
。
袋

入
り
の
お
米
を

持
っ
て
重
量
を

当
て
る
も
の
で
、

最
も
正
解
に
近

か
っ
た
人
に
蘭

越
町
の
お
米
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
し

ま
し
た
。

 　

準
決
勝
は
、
各
予
選
ブ
ロ

ッ
ク
の
上
位
２
品
に
加
え
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
上
位
２
品

の
計
12
品
で
争
わ
れ
、
そ
の

う
ち
の
６
品
が
決
勝
へ
と
進

み
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
昨
年
の
第
12

回
大
会
と
同
様
、
６
品
中
５

品
を
道
産
米
が
占
め
、
そ
の

す
べ
て
が
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

と
い
う
圧
倒
的
な
結
果
に
。

厳
正
な
審
査
の
末
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
壇
上
で
、
蘭
越

町
の
佐
々
木
和
弘
さ
ん

（
50
）
が
出
品
し
た
「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
が
最
高
賞
の
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
者
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

Ｖ２達成！ 喜びを爆発させる佐々木さん。
再チャレンジ枠からの復活も２度目という奇跡

２年連続で地元の快挙!!
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﹃
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
２
０
２
5
﹄
開
催

　
「
道
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
の
魅
力
を
多
く
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
い
、
家
庭
料

理
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
チ
ー

ズ
を
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
１
９
９
２
年

に
制
定
さ
れ
た
11
月
11
日
の

「
チ
ー
ズ
の
日
」
に
ち
な
み
、

北
海
道
牛
乳
普
及
協
会
と
ホ

ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合

会
の
主
催
に
よ
る
「
道
産
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

　　

セ
ミ
ナ
ー
前
半
は
共
働
学

舎
新
得
農
場
代
表
の
宮
嶋
望

氏
に
よ
る
「
〜
北
海
道
の

チ
ー
ズ
の
特
徴
〜
日
本
の
地

形
に
合
わ
せ
た
チ
ー
ズ
作
り
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

宮
嶋
氏
は
北
海
道
チ
ー
ズ

発
展
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ

り
、
日
本
で
初
め
て
生
産
者

と
し
て
シ
ュ
バ
リ
エ
（
チ
ー

ズ
鑑
評
騎
士
）
の
称
号
を
フ

ラ
ン
ス
か
ら
授
与
さ
れ
た

チ
ー
ズ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

チ
ー
ズ
の
本
場
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
は
じ
め
、
国
内
の
大
会

で
も
数
々
の
賞
を
獲
得
す
る

な
ど
、
世
界
的
評
価
も
高
い
。

２
０
１
６
年
に
は
メ
ー
ト

ル
・
フ
ロ
マ
ジ
ェ
（
チ
ー
ズ

熟
成
士
最
高
位
）
の
称
号
を

受
け
、
２
０
１
８
年
秋
の
褒

章
に
て
長
年
の
チ
ー
ズ
に
対

す
る
思
い
が
認
め
ら
れ
、
黄

れ
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
主
催
者

を
代
表
し
て
北
海
道
牛
乳
普

及
協
会
の
操
上
公
宏
常
務
理

事
か
ら
、
道
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
の
歴
史
と
実
績
に
つ

い
て
の
紹
介
と
、
セ
ミ
ナ
ー

参
加
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
道
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
が
語
ら
れ
た
。

北
海
道
の
自
然
の
力
を

生
か
し
た
チ
ー
ズ
作
り

市
販
の
チ
ー
ズ
で
簡
単
に

作
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
風
料
理

綬
褒
章
を
受
章
し
て
い

る
。

　

講
演
で
は
、
共
働
学

舎
新
得
農
場
の
理
念
と
、

北
海
道
の
気
候
や
風
土

と
い
っ
た
自
然
の
力
を

生
か
し
た
酪
農
と
チ
ー

ズ
作
り
へ
の
思
い
に
始

ま
り
、
お
い
し
い
チ
ー

　

北
海
道
内
各
地
で
製
造
さ

れ
て
い
る
多
種
多
様
な
牛

乳
・
乳
製
品
を
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、
牛
乳
・
乳
製
品
の

効
果
効
用
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
伝
え
る
こ
と
で
、
家

庭
に
お
け
る
料
理
へ
の
利
用

頻
度
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

の
思
い
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
『
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
』（
主
催

／
北
海
道
牛
乳
普
及
協
会
・

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連

合
会
）。
今
や
新
年
恒
例
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
総
料
理
長
の

伊
藤
博
之
氏
に
よ
る
市
販
の

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
使
っ

た
家
庭
で
作
れ
る
チ
ー
ズ
料

理
の
実
演
と
試
食
が
行
わ
れ

た
。
実
演
メ
ニ
ュ
ー
は
「
き

の
こ
と
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ズ
の
洋
風
茶
碗
蒸
し
」と「
ハ

ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ　

ア
リ

ゴ
添
え
」、
デ
ザ
ー
ト
に

「
チ
ー
ズ
テ
リ
ー
ヌ
」。
ほ
か

に
も
試
食
用
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
と
し
て
、
さ
ら
べ
つ

チ
ー
ズ
工
房
の
ハ
ー
ド
タ
イ

プ
チ
ー
ズ
「
酪
佳
」、
新
札
幌

乳
業
「
北
海
道
小
林
牧
場
物

語
・
手
づ
く
り
ブ
ル
ー
チ
ー

ズ
」、
八
雲
チ
ー
ズ
工
房
「
カ

帯
広
開
催・と
か
ち
プ
ラ
ザ

１
月
10
日（
金
）〜
12
日（
日
）

札
幌
開
催・丸
井
今
井
札
幌
本
店
大
通
館

１
月
15
日（
水
）〜
20
日（
月
）

し
、
今
年
も
道
内
各
地
の

チ
ー
ズ
工
房
と
国
内
大
手
乳

業
メ
ー
カ
ー
（
予
定
／
札
幌

76
社
・
帯
広
65
社
）の
牛
乳
・

乳
製
品
が
一
同
に
そ
ろ
う
。

　

販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
乳
業

メ
ー
カ
ー
・
チ
ー
ズ
工
房
の

自
主
販
売
や
道
産
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
「
セ
レ
ク
ト
コ
ー

ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
北
海
道

牛
乳
お
好
み
３
種
の
飲
み
比

べ
コ
ー
ナ
ー
、
帯
広
限
定
企

画
で
は
「
道
産
チ
ー
ズ
食
べ

比
べ
（
日
替
わ
り
タ
イ
プ
別

３
種
）」、
札
幌
限
定
企
画
で

は
農
業
高
校
や
大
学
生
に
よ

る
牛
乳
乳
製
品
の
「
週
末
限

定
ス
ク
ー
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、

「
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
マ
ル
シ
ェ

（
３
種
食
べ
比
べ
）」、
専
門

学
生
考
案
の
ミ
ル
ク
ド
リ

ン
ク
カ
フ
ェ
な
ど
を
予
定
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
札

幌
の
み
）は
、出
店
メ
ー
カ
ー
・

工
房
の
紹
介
や
、
乳
業
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
食
育
・
Ｐ
Ｒ
ス

テ
ー
ジ
、
シ
ェ
フ
に
よ
る
牛

乳
乳
製
品
を
使
っ
た
簡
単
レ

シ
ピ
の
紹
介
、
農
業
高
校
プ

レ
ゼ
ン
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
予

定
さ
れ
る
。

　

詳
し
く
は
、
ミ
ル
ク
＆
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
特

設
サ
イ
ト
（https://m

cfair.
jp

）
や
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

最
新
の
情
報
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

2024年度・第45回牛乳・
乳製品利用料理コンクール

白米
韓国のり
焼きのり
ストリングチーズ(さけるチーズ)
豚肉(しゃぶしゃぶ用)
   米味噌
   プレーンヨーグルト
   コチュジャン

①お米を炊く。
②Aを混ぜ合わせ、豚肉を浸ける。
③にんじんは細切り、ほうれんそうはざく切りにして、ごま油で炒める。粗熱がとれたら
粉チーズを加えて和える。
④もやしをバターで炒める。(電子レンジで500Wで2分加熱し、熱いうちに和える方法
でも可)
⑤ごま油を薄く敷いたフライパンで②の肉を焼く。
⑥巻きすにラップを敷き、ご飯(半量)を焼きのりの大きさに広げ、その上に韓国のりを
1枚置く。
⑦④のもやし、③のナムル、⑤のお肉、さけるチーズの順で具材を重ね置く。(2本作る)
⑧焼きのりを大きく牛柄に見えるように切り、⑦のキンパに貼る。
⑨1本を8等分に切り、1人分4カンで盛り付ける。

・お肉の浸けダレにヨーグルトを加えることで、仕上がりがやわらかくなるとともに、ま
ろやかな味わいになります。

●作り方

●POINT

2合
2枚(全形)
1枚
2枚
100g
40g
60g
15g

適量
30g
40g
20g
80g
20g
適量

うま味
ぎゅ～っとキンパ
（所要時間50分）

北海道三笠高等学校2年生
西村咲姫さん作

最優秀賞金賞レシピ お
い
し
い
チ
ー
ズ
で
食
卓
を
豊
か
に

免
疫
力
ア
ッ
プ
で
健
康
な
身
体
づ
く
り

お
い
し
い
チ
ー
ズ
で
食
卓
を
豊
か
に

免
疫
力
ア
ッ
プ
で
健
康
な
身
体
づ
く
り

﹃
ミ
ル
ク
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
フ
ェ
ア
２
０
２
5
﹄
開
催

マ
ン
ベ
ー
ル
や
く
も
（
生
タ

イ
プ
）」、
ニ
セ
コ
チ
ー
ズ
工

房
の
チ
ー
ズ
に
パ
パ
イ
ヤ
と

マ
ン
ゴ
ー
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
を
ま
ぶ
し
た
ス
イ
ー
ツ
感

覚
の「
雪
花
」も
提
供
さ
れ
た
。

　

伊
藤
総
料
理
長
か
ら
は
、

実
演
で
使
用
さ
れ
た
チ
ー
ズ

以
外
の
家
庭
の
冷
蔵
庫
に

入
っ
て
い
る
チ
ー
ズ
で
の
代

用
や
、
家
庭
に
あ
る
調
理
器

具
の
利
用
法
、
ひ
と
工
夫
で

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
風
な

味
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
法
な

ど
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
語
ら
れ
、
メ
モ
を

す
る
手
が
止
ま
ら
な
い
参
加

者
も
多
数
見
ら
れ
た
。
試
食

料
理
の
レ
シ
ピ
は
北
海
道
牛

乳
普
及
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.m
ilk-genki.

jp/
）
の
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

で
紹
介
し
て
い
る
の
で
試
し

て
み
て
は
。

●材料（４人分）

２
０
２
４
」
が
今
年
も

11
月
９
日
に
札
幌
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

ズ
を
作
る
た
め
に
適
し
た
ブ

ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
牛
の
導
入
を

は
じ
め
、飼
育
・
搾
乳
・
チ
ー

ズ
作
り
に
必
要
な
条
件
を
全

て
備
え
た
環
境
整
備
の
大
切

さ
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

　

ま
た
消
費
者
に
向
け
て
は
、

現
代
社
会
に
お
い
て
最
も
身

近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
鉄
と
電
気
と
い
う
文
明

が
発
達
し
た
影
響
が
人
間
の

免
疫
力
を
下
げ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
乳
酸
発
酵
食
品
に
は

腸
内
環
境
を
整
え
て
免
疫
力

を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
予
防
し
、
健
康
維
持
の
た

め
に
有
用
性
の
高
い
微
生
物

（
乳
酸
菌
・
善
玉
菌
）
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
良
質
な
チ
ー
ズ
を
食
べ
る

こ
と
の
必
要
性
や
意
味
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
半
は
札
幌
グ

共働学舎新得農場
代表の宮嶋望さん
より、農場の経営
理念から、おいし
いチーズ作りへの
思い、チーズを食べ
ることの必要性に
ついてなどが熱く
語られた

実演・試食メニューは手前から「き
のことモッツァレラチーズの洋風
茶碗蒸し」「ハンバーグステーキ　
アリゴ添え」「チーズテリーヌ」

試食用チーズは、バゲット
から右回りに「酪佳」「小
林牧場物語」「カマンベー
ルやくも」「雪花」

札幌グランドホテ
ル第10代総料理
長の伊藤博之さん
のプロによる料理
実演と家庭で料理
する際のアドバイ
スも好評だった

A

ごま油
にんじん
ほうれんそう
粉チーズ
もやし
バター(有塩)
ごま油
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当
学
院
は
、
２
０
２
０
年

に
設
立
さ
れ
、
今
年
５
年
目

を
迎
え
る
道
立
の
学
校
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
が
、

国
が
林
業
の
成
長
産
業
化
を

進
め
始
め
た
こ
ろ
で
、
戦
後

40
〜
50
年
に
わ
た
っ
て
盛
ん

に
植
え
ら
れ
た
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
、
北
海
道
で
は
カ
ラ
マ
ツ
、

ト
ド
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
が
、

主
伐
し
て
利
用
で
き
る
収
穫

期
に
来
て
い
ま
し
た
。

　
旭
川
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
け
る
「
北
海
道
立
北
の
森
づ

く
り
専
門
学
院
」。
林
業
に
関
す
る
基
礎
実
習
、
機
械
操
作
な

ど
に
必
要
な
各
種
資
格
等
の
取
得
な
ど
、
実
践
的
な
教
育
を

行
う
林
業
の
専
門
学
校
で
す
。
森
林
を
守
り
育
て
る
だ
け
で

な
く
、
将
来
的
に
企
業
な
ど
の
中
核
を
担
う
地
域
に
根
差
し

た
人
材
を
育
成
す
る
同
学
院
の
活
動
に
つ
い
て
、
学
院
長
の

土
屋
禎
治
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
北
海
道

と
し
て
も
積
極
的
に
人
材
を

育
成
し
、
即
戦
力
、
あ
る
い

は
将
来
の
企
業
の
中
核
を
担

う
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
て

い
こ
う
と
い
う
流
れ
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。
当
然
、
道
内

各
地
区
か
ら
要
望
が
寄
せ
ら

れ
、
最
終
的
に
、
既
存
施
設

の
活
用
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
検
討
し
、
林
産
試
験
場
の

あ
る
旭
川
市
西
神
楽
地
区
に

建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

設
立
し
た
最
初
の
年
は
、

定
員
40
名
の
と
こ
ろ
34
名
の

入
学
者
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が

１
期
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
校
の
卒
業
生
た
ち
は
、

各
地
の
森
林
組
合
や
林
業
事

業
体
な
ど
で
働
い
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
得
意
分
野
と
い

う
か
、
山
林
の
伐
採
や
植
林

な
ど
で
活
躍
す
る
幅
広
い
人

材
が
育
っ
て
い
ま
す
。
と
い

う
の
も
、
必
ず
し
も
木
に
関

わ
る
仕
事
に
が
っ
ち
り
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
子
が

入
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
く
、

漠
然
と
「
山
が
好
き
」「
森
が

好
き
」「
自
然
が
好
き
」
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
子
が
多

く
、
苗
木
を
扱
う
仕
事
に
つ

く
生
徒
も
い
れ
ば
、
も
と
も

と
製
材
に
興
味
が
あ
る
生
徒

は
製
材
会
社
に
行
く
、
と

い
っ
た
感
じ
で
す
ね
。

　

私
ど
も
と
し
て
も
、
１
年

生
の
と
き
に
２
回
、
２
年
生

人
工
林
が
収
穫
期
を
迎
え
、

林
業
を
成
長
産
業
化
へ

得
意
分
野
を
見
つ
け
る
た
め

有
給
の
長
期
就
業
実
践
実
習
も

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
造
林
量

北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院

北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院

林
業
に
優
れ
た
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

林
業
に
優
れ
た
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に

で
３
回
、
短
期
長

期
の
就
業
実
習
と

い
う
こ
と
で
企
業

に
行
き
、
実
際
の

仕
事
を
経
験
し
て

就
職
先
を
決
め
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
す
ご
く
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
そ

れ
も
す
べ
て
業
界

か
ら
の
ご
支
援
ご

協
力
の
も
と
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
コ
ー
オ

プ
教
育
（
産
学
連

携
に
よ
る
実
践
的

な
教
育
）
の
一
環

で
、
企
業
に
生
徒

15
種
類
の
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
し
、
現
場
に
実
習
に
も

行
け
る
し
、
全
道
各
地
を
見

て
回
れ
る
わ
け
で
す
。
自
分

の
暮
ら
し
や
趣
味
な
ど
を
考

え
な
が
ら
移
住
・
定
住
先
を

探
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実

際
に
国
家
公
務
員
を
辞
め
て

入
学
し
て
き
た
１
期
生
も
い

ま
し
た
。

　

本
州
と
北
海
道
で
は
、
山

林
が
全
然
違
い
ま
す
。
樹
種

も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
最
も

違
う
の
は
「
傾
斜
」
で
す
。

や
は
り
山
の
険
し
さ
、
斜
面

の
角
度
は
、
日
高
や
檜
山
あ

た
り
を
別
と
し
て
、
北
海
道

の
ほ
う
が
平
均
し
て
緩
い
。

従
っ
て
、
木
の
伐
採
に
は

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
よ
り
も
機
械

伐
採
が
５
割
近
い
。

　

戦
後
に
植
樹
し
た
木
が
、

今
現
在
、
収
穫
期
を
迎
え
て

い
ま
す
が
、
新
し
く
植
林
し

た
木
が
育
つ
頃
と
ズ
レ
が
生

じ
る
問
題
が
あ
る
の
で
、
人

工
林
の
林
齢
を
あ
る
程
度
平

準
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
北
海
道
の
場
合
、

伐
採
し
た
あ
と
に
約
８
割
は

き
ち
ん
と
植
え
ら
れ
て
い
て
、

全
国
の
造
林
面
積
の
３
割
ぐ

ら
い
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

カ
ラ
マ
ツ
だ
と
30
年
ぐ
ら

い
で
主
伐
期
に
入
る
た
め
、

２
世
代
目
は
そ
ろ
そ
ろ
で
す
。

ト
ド
マ
ツ
は
今
、
40
〜
50
年

経
っ
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、

80
〜
90
年
は
そ
れ
な
り
に
収

穫
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

ら
を
伐
り
な
が
ら
、
古
い
林

と
新
し
い
林
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
造
っ
て
い
く
こ
と
が
政
策

課
題
と
し
て
大
き
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
造
林
の

量
を
１
万
３
千
ha
ぐ
ら
い
ま

で
増
や
さ
な
い
と
、
将
来
的

に
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
資
源

が
不
足
す
る
こ
と
が
想
定
さ

北海道立北の森づくり専門学院

シミュレーターの前に立つ土屋禎治学院長

丸太の伐倒練習

の
実
習
を
委
託
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
で
す
か
ら
、
当
校

の
卒
業
生
は
、
比
較
的
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
少
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

長
期
就
業
実
践
実
習
で
は
、

学
校
と
企
業
が
委
託
契
約
を

結
ん
で
い
て
、
現
場
に
行
っ

た
２
年
生
は
、
２
週
間
の
期

間
中
、
７
日
間
は
実
際
に
給

料
を
も
ら
っ
て
仕
事
を
し
ま

す
。
実
際
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

で
木
を
伐
っ
た
り
、
森
林
組

合
で
事
務
の
仕
事
を
し
た
り

し
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
の

中
で
、
自
分
の
進
む
方
向
が

決
ま
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
わ

が
校
の
特
長
で
す
ね
。

　

40
歳
ま
で
入
学
で
き
ま
す

の
で
、
本
州
か
ら
来
る
人
で
、

北
海
道
で
暮
ら
し
た
い
け
れ

ど
も
、
仕
事
が
ま
だ
決
ま
っ

て
い
な
い
と
い
う
人
な
ど
は
、

こ
こ
に
来
て
技
術
を
学
ん
で
、

「縄文人とアイヌ」シリーズ４弾

著者　澤田 健一　
本体１５００円＋税

「大和朝廷 VS
　　邪馬台国」

絶賛発売中！
札幌市東区北8条東3-1-1　TEL.011-558-0923  FAX.011-558-0910

札幌支店

送材力と耐久性に優れたシンプル構造のハーベスタ

ハーベスタ

GPH -45A
Harvester

2025年1月1日 （4）



れ
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
で

き
て
い
る
の
は
約
８
千
ha
で
、

目
標
に
は
遠
く
及
ん
で
お
ら

ず
、
大
き
な
課
題
と
し
て
は

労
働
力
や
苗
木
の
生
産
量
な

ど
を
解
消
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
院
設
立
の
目
的
の
一
つ

は
、
労
働
力
の
強
化
で
、
こ

れ
は
担
い
手
人
材
の
育
成
と

確
保
を
地
道
に
や
っ
て
い
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
そ

の
部
分
を
試
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
学
定
員
は
40
名
で
、
４

　
―
北
海
道
に
と
っ
て
、
学

院
の
重
要
性
は
。

　

北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院

は
、
道
水
産
林
務
部
の
直
下

に
あ
る
組
織
で
、
林
業
の
担

い
手
対
策
の
言
わ
ば
一
丁
目

一
番
地
と
い
っ
た
存
在
で
す
。

　

高
校
生
を
は
じ
め
一
般
の

方
に
も
入
学
し
て
い
た
だ
い

て
、
資
格
と
技
術
を
身
に
つ

け
て
い
た
だ
き
、
林
業
・
木

材
産
業
に
人
材
を
送
り
出
す

わ
け
で
す
。

　

私
が
特
に
期
待
す
る
の
は
、

月
に
入
っ
て
く
る
７
年
度
の

入
学
生
は
、
12
月
現
在
、
１

回
目
の
推
薦
と
一
般
入
試
で

14
名
で
す
。
例
年
に
な
く
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
こ
の
時
点
で

26
名
で
し
た
。
最
近
は
経
済

が
活
性
化
し
て
、
企
業
が
人

を
ど
ん
ど
ん
採
っ
て
い
ま
す

し
、
国
や
道
な
ど
の
役
所
も

人
材
難
で
す
か
ら
、
思
っ
た

よ
う
に
入
学
生
が
集
ま
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
学
院
で
も
説
明
会
と

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
、
昨
年
は
札
幌
市
で
出

張
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

行
っ
た
ほ
か
、
東
京
や
札
幌

で
は
林
業
関
係
の
就
業
ガ
イ

ダ
ン
ス
に
ブ
ー
ス
を
出
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
個
別
に

高
校
の
職
業
説
明
会
や
進
学

説
明
会
に
呼
ば
れ
て
行
く

経
済
活
性
化
で
入
学
者
減
少

ま
ず
は
安
全
第一に
考
え
る

労
働
災
害
を
減
ら
す
た
め
に

　

道
の
林
業
労
働
実
態
調
査

に
よ
る
と
、
林
業
は
こ
の
10

年
ぐ
ら
い
で
、
季
節
雇
用
か

ら
通
年
雇
用
へ
と
一
気
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
時
代

的
に
も
当
学
院
の
設
立
は

ち
ょ
う
ど
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
わ
け
で
す
。
通
年
雇

用
な
の
で
、
林
業
も
月
給
が

き
ち
ん
と
も
ら
え
る
わ
け
で
、

新
卒
で
人
材
を
送
り
込
む
使

命
か
ら
考
え
て
も
、
出
来
る

べ
く
し
て
出
来
た
教
育
施
設

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
も
ま
だ
学
院
を

始
め
て
５
年
目
で
、
業
界
と

の
関
係
も
含
め
て
、
う
ち
で

習
っ
た
こ
と
が
業
界
と
違
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
「
安
全
」
を
第

一
に
考
え
る
の
で
、
最
初
は

現
場
と
や
り
方
が
違
う
た
め

に
軋
轢
が
あ
っ
た
り
し
ま
す

が
、
少
し
ず
つ
そ
う
い
っ
た

安
全
な
技
術
を
出
し
て
い
き

た
い
で
す
し
、
現
場
で
実
際

に
行
わ
れ
て
い
る
機
械
操
作

を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
学
ん
で
現

場
に
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
教
え
る
理
論
だ
け

で
は
、
現
場
に
出
た
と
き
人

材
と
し
て
使
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の

で
、
な
る
べ
く
業
界
と
の
距

離
感
を
縮
め
な
が
ら
、
現
場

で
行
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ

か
り
把
握
し
て
、
学
院
で
何

を
教
え
る
の
か
、
ま
だ
ま
だ

わ
れ
わ
れ
も
挑
戦
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

就
業
実
習
か
ら
帰
っ
て
き

た
生
徒
に
は
必
ず
話
を
聞
く

よ
う
に
し
て
い
て
、
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
と
全
然
違
っ

て
い
た
場
合
、
そ
れ
は
20
年

北海道水産林務部林務局長 寺田 宏さん 

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
場
合
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
持
っ
て
い
っ
て
生
徒

さ
ん
た
ち
に
実
際
に
操
作
し

て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
林
業

の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

30
年
と
や
っ
て
き
た
プ
ロ
の

や
り
方
で
、
君
に
は
ま
だ
そ

こ
ま
で
の
技
術
は
無
い
の
だ

か
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
教

え
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
必
ず

正
し
い
の
で
は
な
く
、
自
分

の
実
力
に
合
っ
た
や
り
方
を

考
え
な
さ
い
と
教
え
、
フ
ォ

ロ
ー
し
た
り
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
技
術
の
拙
い
者
が

ベ
テ
ラ
ン
の
真
似
を
す
る
と

非
常
に
危
険
な
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
す
。
た
と
え
ば
き
ち

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
ん
で
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
や
り
方
が
若

い
子
た
ち
に
と
っ
て
安
全
な

や
り
方
と
は
限
ら
な
い
。
将

来
は
と
も
か
く
、
未
熟
な
今

現
在
は
違
う
ん
だ
と
教
え
て

く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

当
校
で
し
っ
か
り
安
全
な
や

り
方
を
教
え
、
労
働
災
害
を

減
ら
し
ま
す
。
働
き
始
め
て

か
ら
５
年
目
ぐ
ら
い
ま
で
が
、

非
常
に
労
働
災
害
に
あ
う
確

率
が
高
い
ん
で
す
。
５
年
を

過
ぎ
て
経
験
を
積
ん
で
技
術

を
身
に
つ
け
て
、
よ
う
や
く

ど
ん
な
に
危
険
な
の
か
と
理

解
す
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら

そ
の
危
な
さ
が
分
か
る
前
に

事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
後
を

絶
た
な
い
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
の
学
院
の
も
う

一
つ
の
大
切
な
意
義
は
「
労

働
安
全
」
な
ん
で
す
。「
人
材

育
成
」
と
と
も
に
非
常
に
大

き
な
二
本
柱
、
こ
れ
が
わ
れ

わ
れ
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ん
と
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る

人
が
や
っ
て
い

る
こ
と
を
、
見

様
見
真
似
で
や

る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
、
林
業

の
労
働
災
害
に

繋
が
り
ま
す
。

だ
か
ら
わ
れ
わ

れ
は
、
そ
の
へ

ん
を
地
道
に
、

業
界
に
対
し
て

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ＶＲシミュレーターでの作業練習
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業
界
か
ら
も
高
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評
価 

北
の
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づ
く
り
専
門
学
院

業
界
か
ら
も
高
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評
価 

北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院

林
業
は
労
働
災
害
、
事
故
が

多
い
産
業
で
す
の
で
、
様
々

な
技
術
研
修
を
行
い
、
基
礎

か
ら
し
っ
か
り
と
時
間
を
か

け
て
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

安
全
管
理
を
は
じ
め
高
い
技

術
を
持
っ
た
人
材
を
林
業
に

送
り
出
し
、
労
働
災
害
の
発

生
率
を
下
げ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
も
非
常
に
重
要
な
教
育
機

関
だ
と
思
い
ま
す
。

　

―
学
院
の
最
大
の
長
所
は
。

　

学
院
の
卒
業
生
は
、
ま
だ

３
期
生
ま
で
し
か
業
界
に
出

て
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
企
業

の
方
た
ち
か
ら
は
「
北
の
森

カ
レ
ッ
ジ
を
出
た
人
は
皆
が

同
じ
や
り
方
で
、
技
術
的
に

ぶ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
素

晴
ら
し
い
」
と
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
基
礎

が
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

学
院
が
で
き
る
ま
で
は
、

経
験
に
頼
る
の
が
主
で
し
た
。

た
と
え
ば
草
刈
機
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
カ
ッ
タ
ー
の
安
全
教
育

実
際
に
山
で
指
導
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
機
材
の

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
は
２
人
乗

れ
な
い
上
に
、
作
業
条
件
は

山
に
よ
っ
て
違
う
わ
け
で
す

が
、
学
院
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
あ
れ
ば
、
教
官
が
す

ぐ
隣
に
付
い
て
い
て
、
簡
単

な
作
業
か
ら
本
格
的
な
難
易

度
の
高
い
作
業
ま
で
、
同
じ

条
件
で
し
っ
か
り
と
指
導
が

で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
体

系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
て
指
導
し
ま
す
の
で
、
非

常
に
上
達
が
早
い
。

　

そ
れ
と
、
素
人
が
へ
た
に

操
作
す
る
と
、
機
械
が
壊
れ

る
可
能
性
も
高
い
わ
け
で
す

が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
そ
の
心
配
が
無
い
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
操
作
ボ
タ

ン
な
ど
は
、
す
べ
て
実
機
と

同
じ
仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
作
業
の
正
確
さ
な
ど
が

画
面
に
点
数
で
表
示
さ
れ
る

の
で
、
上
達
の
度
合
い
が
ひ

と
目
で
わ
か
り
ま
す
。

　
―
業
界
の
期
待
度
は
。

　

卒
業
生
は
１
学
年
30
〜
40

人
で
す
が
、
求
人
倍
率
は
５

〜
６
倍
で
す
。
つ
ま
り
林
業

関
係
の
皆
さ
ん
が
北
の
森
づ

く
り
専
門
学
院
の
生
徒
を
欲

し
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

来
期
の
入
学
生
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

全
国
的
に
高
校
生
の
数
が

減
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

最
近
、
本
州
で
も
こ
う
し
た

専
門
学
校
が
30
校
近
く
ま
で

急
増
し
た
こ
と
で
、
生
徒
の

奪
い
合
い
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

　

北
海
道
は
平
ら
な
山
が
多

く
、
本
州
に
比
べ
て
も
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
率
が
非

常
に
高
く
、
そ
れ
だ
け
安
全

に
生
産
が
で
き
ま
す
の
で
、

長
期
的
に
見
れ
ば
、
労
働
災

害
の
発
生
率
は
ど
ん
ど
ん
下

が
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

よ
り
事
故
の
少
な
い
環
境
を

目
指
し
て
、
幅
広
い
学
習
を

す
る
こ
と
、
座
学
よ
り
も
実

習
が
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、
全
道
各
地
を
い
ろ
い
ろ

回
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
都

市
部
か
ら
人
を
集
め
て
教
育

し
、
地
方
へ
と
送
り
出
す
役

割
を
担
う
方
向
に
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

は
、
一
日
程
度
の
講
習
で

修
了
し
ま
す
の
で
、
あ
と

は
現
場
に
出
て
指
導
し
て

も
ら
い
、
悪
い
と
こ
ろ
は

直
し
て
も
ら
い
な
が
ら
技

術
を
上
げ
て
い
く
と
い
う

や
り
方
で
し
た
。

　

学
院
が
設
置
し
て
い
る

高
性
能
林
業
機
械
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
同

じ
条
件
で
同
じ
よ
う
に
基

礎
を
教
え
ら
れ
る
の
が
非

常
に
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
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（
１
面
か
ら
の
続
き
）

た
地
盤
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は

土
砂
崩
れ
や
土
石
流
が
あ
ち

こ
ち
で
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
さ
な
か
、
国
会
で
は
与
野

党
は
裏
金
問
題
の
攻
防
戦
を

繰
り
広
げ
て
お
り
、
筆
者
は

日
本
政
治
の
底
の
浅
さ
に
大

い
に
失
望
し
た
も
の
で
す
。

「
何
が
緊
急
の
事
案
か
」、
そ

こ
に
議
論
を
も
っ
て
い
か
な

い
と
予
算
執
行
も
で
き
ま
せ

ん
。
政
治
家
も
マ
ス
コ
ミ
も

優
先
順
位
を
つ
け
る
べ
き
。

　
「
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

り
」、「
災
害
が
あ
っ
た
時
の

迅
速
な
復
旧
活
動
」
の
一
致

し
た
考
え
で
政
治
は
進
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
土
が
急
峻
に
し
て
窮
屈
な

日
本
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

広
げ
れ
ば
、
危
険
個
所
が
各

地
各
所
に
無
数
に
点
在
し
ま

す
。
窮
屈
な
地
形
ゆ
え
危
険

性
も
潜
む
の
で
す
。

　

広
大
な
北
海
道
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
都
市
機
能
（
教
育
・

医
療
・
交
通
な
ど
）
が
整
っ

て
い
る
市
部
も
郊
外
に
行
け

ば
広
大
な
遊
休
地
が
膨
大
に

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
避
難
者

の
受
け
入
れ
を
想
定
し
た
都

市
計
画
を
立
て
て
お
き
ま
す
。

災
害
時
を
想
定
し
た
連
携
協

定
を
都
府
県
と
締
結
し
、
迅

速
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
が

あ
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
。

　

開
拓
時
代
、
奈
良
県
十
津

川
村
の
住
民
が
地
域
挙
げ
て

北
海
道
に
移
住
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、
空

知
管
内
の
新
十
津
川
町
が
先

発
例
で
す
。

　

十
津
川
村
が
大
洪
水
に
見

舞
わ
れ
、
一
切
合
切
洪
水
に

飲
み
込
ま
れ
「
復
旧
困
難
」

と
見
た
住
民
た
ち
が
集
団
移

住
し
て
き
た
の
で
す
。
復
旧

に
５
年
、
10
年
と
人
生
を
費

や
す
の
も
ひ
と
つ
の
生
き
方

論
で
す
が
、
新
天
地
を
求
め

て
（
長
、
短
期
間
か
問
わ
ず
）

移
動
す
る
こ
と
も
一
つ
の
生

き
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
地
震
、
大
災
害
が
実
際

頻
繁
に
起
こ
る
現
実
を
鑑
み

る
と
全
国
の
中
で
広
大
な
平

野
部
を
持
つ
北
海
道
こ
そ
、

そ
の
候
補
地
に
な
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
特
区

が
話
さ
れ
、
そ
の
ど
れ
一
つ

も
道
民
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
行
政
の
流
れ
で
は
先
々
を

描
け
ま
せ
ん
。「
北
海
道
の

得
意
分
野
を
総
意
で
動
か
す
」

そ
ん
な
行
政
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　

北
海
道
１
５
０
年
の
歴
史

避
難
者
受
け
入
れ
を
想
定

防
災
立
国
づ
く
り
に
着
手

特
別
な
北
海
道
の
歴
史
を

逆
転
の
発
想
で
活
か
し
き
る

厄
介
米
か
ら
上
質
米
へ

や
る
意
思
が
あ
れ
ば
可
能

各
地
の
避
難
民
受
け
入
れ
も
想
定
し
た

防
災
立
国
・
北
海
道
を
建
設
し
よ
う

胆振東部地震のとき、札幌でも液状化で大きな被害が出る（里塚地区）

に
〝
大
移
動
す
る
節
目
〞
が

こ
れ
ま
で
２
度
あ
り
ま
す
が

皆
さ
ん
は
わ
か
り
ま
す
か
？

　

一
つ
は
開
拓
時
代
初
期
で

旧
士
族
の
不
平
を
鎮
め
る
と

い
う
意
味
も
あ
っ
た
屯
田
兵

に
よ
る
開
拓（
兵
役
と
開
墾
）

を
勧
め
る
屯
田
兵
制
度
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
土
か
ら
辺
境
の

北
海
道
に
追
い
や
っ
た
囚
人

た
ち
（
凶
悪
犯
・
不
平
武
士

に
よ
る
乱
な
ど
で
刑
を
受
け

た
囚
人
）
の
収
容
施
設
で
あ

る
囚
治
監
が
複
数
設
け
ら
れ
、

囚
人
の
労
役
で
幹
線
道
路
や

鉄
道
、
炭
鉱
な
ど
の
鉱
山
、
農

地
・
用
水
路
な
ど
北
海
道
の

産
業
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
が

整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
の
歴
史
で
囚
人

の
労
役
は
北
海
道
だ
け
の
特

殊
な
事
例
で
す
。
当
時
の
役

人
は
「
口
減
ら
し
に
死
ん
で

も
か
ま
わ
な
い
」
と
さ
え
言

い
切
っ
た
の
で
す
、
北
海
道

史
に
残
る
酷
い
話
で
す
。
屯

田
兵
と
囚
人
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
役
人
以
外
は

各
地
の
藩
や
集
落
単
位
が
大

移
動
し
て
き
た
の
で
す
。

　

二
つ
目
の
大
移
動
は
終
戦

直
後
で
す
。
戦
後
開
拓
期
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
敗
戦

し
た
日
本
で
は
復
員
兵
や
海

外
の
開
拓
農
民
が
み
ん
な
本

土
に
帰
還
し
ま
し
た
。
当
時

は
食
糧
難
、
国
民
の
食
べ
る

も
の
に
困
っ
た
政
府
は
食
糧

増
産
の
号
令
の
も
と
、
北
海

道
へ
帰
還
者
を
農
業
者
に
見

立
て
て
送
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
別
の
意
味
も
隠

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦
争
で

疲
弊
し
た
本
土
に
は
仕
事
も

少
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ら

に
終
戦
直
後
抑
留
さ
れ
て
解

放
さ
れ
た
帰
還
者
は
み
な

「
社
会
主
義
の
影
響
を
受
け

て
い
る
」
と
見
ら
れ
て
い
ま

し
た
、
だ
か
ら
「
帰
還
者
は

辺
境
へ
飛
ば
す
」、
そ
ん
な

意
味
も
あ
り
終
戦
直
後
の

「
第
２
開
拓
時
代
」
の
大
移

動
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

歴
史
的
に
は
厄
介
者
た
ち

を
追
い
や
る
地
が
北
海
道
で

し
た
が
、
今
度
は
日
本
の
中

で
都
府
県
よ
り
有
利
な
分
野

で
存
在
感
を
示
す
、
今
が
絶

好
の
機
会
な
の
で
す
。

　

国
の
政
策
に
黙
っ
て
動
員

を
か
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
が
構
想
し
た
政
策
に
中

央
の
目
を
向
け
さ
せ
る
、「
言

い
な
り
に
な
っ
て
い
た
北
海

道
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
」

の
に
、
今
は
い
い
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
明
治
期
は
「
米
栽
培

禁
止
」
で
し
た
が
中
山
久
蔵

が
ひ
そ
か
に
栽
培
し
成
功
し

ま
し
た
。
す
る
と
誰
も
が
米

作
り
を
始
め
、
食
管
制
度
の

下
、
国
は
全
量
買
い
取
り
ま

し
た
が
本
音
は
「
厄
介
米
」

の
存
在
で
し
た
。
今
で
は
全

国
を
席
巻
す
る
ほ
ど
の
上
質

米
で
す
。
堅
牢
な
意
思
を
通

せ
ば
北
海
道
は
き
っ
と
自
己

変
革
で
き
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
）

2018年9月6日胆振東部地震の厚真町の崩落現場（翌年の7月撮影）

北海道に大なる思いを寄せて
月刊ISMは創刊35周年

隔月刊イーハトーヴは２５周年

未来は常に道なき径、共に歩まむ

TEL.011‐271‐7651（担当・山田）記者募集中
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―
今
、
札
幌
市
で
真
冬
に

地
震
災
害
が
起
き
た
ら
。

　

杉
澤　

皆
が
避
難
所
に
行

く
と
い
う
局
面
を
想
定
す
る

と
、
現
在
の
避
難
所
は
、
電

気
が
途
絶
え
た
場
合
に
「
暖

房
」
を
提
供
で
き
な
い
と
こ

ろ
が
多
い
ん
で
す
。
た
と
え

ば
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
、

暖
房
に
使
っ
て
い
る
燃
料
が

都
市
ガ
ス
や
電
気
だ
っ
た
ら

ア
ウ
ト
で
、
灯
油
か
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
電
気
の
場
合
は
蓄
電

池
が
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
。

杉澤 謙次郎 社長

　

避
難
所
に
は
大
抵
、
炊
き

出
し
用
の
コ
ン
ロ
な
ど
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
肝
心

の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
札
幌

市
と
災
害
対
応
協
定
で
業
者

が
運
ん
で
く
れ
る
契
約
に

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ

ん
な
大
災
害
時
に
運
べ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

　

―
そ
う
し
た
事
態
に
備
え

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
。

　

杉
澤　

災
害
時
で
は
、
危

険
な
災
害
対
応
に
関
し
て
の

「
初
動
」
が
大
事
で
す
。

　

真
冬
に
災
害
が
起
き
て
灯

油
や
ガ
ス
が
１
週
間
止
ま
る

と
命
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

避
難
所
で
耐
え
抜
く
に
は
、

暖
房
だ
け
で
な
く
布
団
や
防

寒
用
の
ア
ル
ミ
シ
ー
ト
な
ど
、

寒
さ
が
凌
げ
る
よ
う
な
安
く

て
最
低
限
の
も
の
を
ど
れ
だ

け
用
意
す
る
か
で
す
。
せ
め

て
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
分
、

乳
幼
児
の
分
だ
け
で
も
カ

バ
ー
で
き
る
数
量
を
用
意
す

べ
き
で
す
。

　

実
践
も
大
事
で
す
。
ま
だ

寒
く
な
る
前
、
９
月
と
か
に

一
晩
、
避
難
所
で
過
ご
し
て

み
る
の
も
い
い
。
今
の
設
備

の
課
題
に
気
づ
く
の
で
、
大

規
模
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

 　

―
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
発
生

時
、
自
家
発
電
シ
ス
テ
ム
を

備
え
て
い
た
施
設
も
多
か
っ

た
よ
う
で
す
が
。

　
杉
澤　

胆
振
東
部
地
震
の

と
き
、
携
帯
電
話
の
基
地
局

は
最
初
こ
そ
通
じ
て
い
ま
し

た
が
、
２
日
目
、
３
日
目
に

は
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
は
自
家
発
電
の
燃
料
が

切
れ
た
か
ら
で
す
。
あ
れ
以

後
、
携
帯
電
話
企
業
が
ど
の

程
度
ま
で
災
害
に
備
え
て
整

備
し
た
か
も
不
明
で
す
。

　

実
は
、
自
家
発
電
を
持
っ

て
い
る
病
院
な
ど
で
も
、
災

害
時
は
４
〜
５
時
間
し
か
も

た
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
想
定
し
て
い

る
の
が
「
大
規
模
災
害
」
で

は
な
く「
停
電
」だ
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
停
電
は
普
段
か
ら
起

こ
り
得
る
し
、
大
概
は
４
〜

５
時
間
で
復
旧
す
る
の
で
、

せ
い
ぜ
い
６
時
間
も
つ
タ
ン

ク
を
備
え
よ
う
、
と
い
う
程

度
な
ん
で
す
ね
。

　

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
自
家
発
電
の
燃
料

は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
用
の
軽
油
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
低

温
で
凍
っ
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
、
10
月
下
旬
か
ら
販
売
す

る
「
寒
冷
地
軽
油
」
に
替
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
９

月
の
防
災
の
日
に
試
運
転
し

て
、
減
っ
た
分
を
足
す
に
し

て
も
寒
冷
地
軽
油
で
な
け
れ

ば
駄
目
で
す
。

　

―
大
災
害
に
備
え
る
心
構

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

杉
澤　

現
実
的
に
は
、
大

規
模
災
害
が
起
こ
っ
て
も
３

日
目
に
は
電
気
が
復
旧
し
て

く
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ

の
場
合
は
「
３
日
間
耐
え
よ

う
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

札
幌
市
は
、
そ
の
あ
た
り

の
備
え
や
危
機
意
識
が
甘
い

ま
ち
な
の
で
、
た
と
え
ば
12

月
か
ら
２
月
に
か
け
て
災
害

が
起
こ
る
と
、
若
い
人
は
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
を
着
込
ん

だ
り
、
自
家
用
車
の
中
に
避

難
し
て
温
ま
る
な
ど
の
方
法

で
あ
る
程
度
は
耐
え
ら
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
乳
児
や
高
齢

者
な
ど
体
力
的
に
弱
い
人
は

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
し

て
や
最
近
は
独
居
老
人
が
多

い
の
で
、
こ
の
人
た
ち
が
危

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
避
難
所

は
大
事
な
ん
で
す
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
も
そ

う
で
し
た
が
、
私
た
ち
が
災

害
時
の
備
え
を
意
識
し
て
い

る
の
は
せ
い
ぜ
い
数
ヵ
月
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
防
災
の
日

を
設
定
し
た
の
は
い
い
こ
と

で
、
そ
れ
を
も
っ
と
大
規
模

活
動
に
し
て
、
た
と
え
ば
そ

の
日
に
備
品
の
入
れ
替
え
を

す
る
と
か
、
小
中
学
校
な
ど

の
教
育
機
関
で
一
斉
に
避
難

訓
練
を
す
る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
啓
蒙
す
る
活

動
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
な
が
ぬ
ま（
長
沼
町
）

は
昨
年
９
月
、
長
沼
町
産
ト

マ
ト
を
素
材
と
す
る
画
期
的

な
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
〈vegin

tom
ato

〉
を
発
売
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
フ
ト
と
は
、
小
規
模

な
蒸
留
所
・
醸
造
所
で
造
ら

れ
る
ジ
ン
や
ビ
ー
ル
な
ど
が

職
人
技
（
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

シ
ッ
プ
）
で
手
塩
に
か
け
て

じ
っ
く
り
造
ら
れ
る
こ
と
か

ら
生
ま
れ
た
呼
称
で
す
。

　

道
内
有
数
の
野
菜
産
地
・

長
沼
町
は
、「
地
元
の
野
菜

を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
」
こ

と
を
目
標
と
し
て
新
し
い
切

り
口
の
商
品
展
開
を
模
索
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、

酪
農
学
園
大
学
の
学
生
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
の
が
「
野
菜

で
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
を
造
る
」

と
い
う
画
期
的
な
ア
イ
デ
ィ

ア
で
し
た
。

暖
房
が
使
え
な
い
避
難
所
？

災
害
時
は「
初
動
」が
大
事

発
電
機
の
軽
油
は
大
丈
夫
か

災
害
時
は
３
日
間
耐
え
よ
う

真冬の地震災害に備えて真冬の地震災害に備えて
中和石油グループ

代表取締役 杉澤 謙次郎さん

中和石油グループ
代表取締役 杉澤 謙次郎さん

　２０２４年１月１日に能登半島を襲い、大勢の犠牲者を出し
たマグニチュード７・６の大地震。これがもし冬の札幌市で起
きたらどうなるのでしょうか。以前から、私費を投じて「災害
対応フェア」を開催するなど、エネルギー産業ならではの視
点で危機管理の重要性を訴えてきた、中和石油グループの
杉澤謙次郎代表取締役に話を聞いてみました。

画
期
的
な
野
菜
の
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン

v
e
g
i
n 

t
o
m
a
t
o
発
売 

　

国
内
で
は
前
例
の
な
い
ト

マ
ト
の
ジ
ン
開
発
に
あ
た
っ

た
の
は
、
数
多
く
の
ク
ラ
フ

ト
ジ
ン
を
手
が
け
た
積
丹
ス

ピ
リ
ッ
ト
。
何
度
も
試
作
を

重
ね
た
末
に
完
成
し
た

〈vegin tom
ato

〉
は
、
グ
ラ

ス
に
口
を
近
づ
け
た
だ
け
で

新
鮮
な
ト
マ
ト
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
香
り
が
舞
い
込
む
、

爽
や
か
で
す
っ
き
り
と
し
た

味
わ
い
の
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
と

な
り
ま
し
た
。
ソ
ー
ダ
割
り

が
絶
品
で
、
長
沼
町
の
特
産

品
「
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
と
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
も
最
高
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
45
度
、

オ
ー
プ
ン
価
格
は
５
２
０
０

円
（
税
別
）。Ａ
コ
ー
プ
な
が

ぬ
ま
店
、
く
る
る
の
杜
な
ど

で
販
売
中
で
す
。

※
８
ペ
ー
ジ
読
者
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
参
照
。

（7） 2025年1月1日
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むかわ地域商社から
「カムイサウルス・アロマミスト」
50ml×１本を１名様

　むかわ町で発見された恐竜「カムイサウルス・ジャポ
ニクス」が生きていた時代を彷彿とさせるイメージで、
町木アカエゾマツの香りをメインとしたアロマミストで
す。リビングや玄関等の空間にスプレーして、心地よい
森林の香りをお楽しみください。

問むかわ地域商社 ㈱Ｍ Ｄｉｎｏ
℡0145･47･7101

ＪＡながぬまから
「vegin tomato」
１本を１名様

　長沼町産トマトを素材とする画期的なクラフトジン
です。
　新鮮なトマトのフレッシュな香りが素晴らしく、爽や
かですっきりとした味わいです。アルコール度数は45
度。少量生産の希少なお酒です。

問ＪＡながぬま営農部
℡ 0123･88･2226

東洋水産から
「赤いきつねうどん 北海道限定」
（１ケース12個入り）を５名様

　鰹節と利尻昆布のだしが利いたまろやかで香り豊か
なつゆに、コシと弾力の強いなめらかなうどんです。別
添七味唐辛子付き。
　北海道工場で作った北海道限定商品です。

問東洋水産㈱北海道事業部
☎0133･75･3220

福山醸造から
「トモエ鮭うましゃぶ醤油仕立て」
１人前２袋セットを６名様

　伝統製法《手火山造り》の希少な北海道産鮭節と本
醸造の特級醤油を使用した、奥深い味わいのしゃぶしゃ
ぶ用スープです。鮭節の上品な甘みを感じる黄金だし
が、素材の旨みを引き立てます。別添の鮭節粉をかける
と、さらに風味がアップ。肉や野菜はもちろんのこと、〆
のうどんや雑炊までおいしくお召し上がりいただけま
す。使いやすい濃縮小袋タイプとなりますので、人数に
合わせて簡単に量の調節も可能です。

問福山醸造㈱
℡0120･120･280

　

今
回
は
ホ
タ
テ
か
ら
人
の

〝
こ
こ
ろ
模
様
〞
を
覗
い
て

み
た
い
。　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
制
限
が

掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
ろ
は
、

一
斉
休
校
や
飲
食
店
の
時
短

営
業
で
否
応
な
く
業
務
用
ホ

タ
テ
は
需
要
減
に
追
い
込
ま

れ
た
。
漁
業
者
は
ホ
タ
テ
を

獲
っ
て
売
ら
な
け
れ
ば
生
活

が
で
き
な
い
。
水
産
会
社
も

市
場
に
出
さ
な
け
れ
ば
経
営

は
行
き
詰
る
。
八
方
塞
が
り

で
関
係
者
は
気
を
揉
ん
で
い

た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

さ
ら
に
暗
雲
が
立
ち
込
め

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限

の
解
除
後
も
追
い
打
ち
を
か

け
ら
れ
る
事
態
に
。
処
理
水

の
海
洋
放
出
に
反
対
す
る
中

国
政
府
は
日
本
産
水
産
物
を

中
国
国
内
か
ら
締
め
出
す
禁

輸
措
置
で
北
海
道
の
海
産
物

（
ホ
タ
テ
・
ナ
マ
コ
な
ど
）
は

行
き
場
を
失
っ
た
。
そ
の
中

で
も
比
重
が
最
も
大
き
か
っ

た
の
が
「
殻
付
き
ホ
タ
テ
」、

産
地
は
対
策
に
乗
り
出
し
た
。

　

例
え
ば
、
森
町
で
は
地
元

の
水
産
会
社
が
大
量
に
抱
え

る
在
庫
の
ホ
タ
テ
を
町
役
場

が
買
い
取
る
か
た
ち
で
、
全

国
の
学
校
給
食
の
関
係
者
に

呼
び
掛
け
無
償
で
提
供
を
始

め
た
。
億
単
位
の
町
費
が
支

出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
浜

の
漁
業
者
も
水
産
会
社
も
生

き
延
び
ら
れ
た
。
森
町
長
の

英
断
だ
っ
た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

中
国
の
禁
輸
措
置
は
北
海

道
の
漁
業
界
で
は
大
打
撃
、

連
日
メ
デ
イ
ア
が
報
じ
た
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の

「
ホ
タ
テ
」
に
全
国
か
ら
寄

付
が
集
ま
っ
た
。
産
地
の
自

治
体
は
大
喜
び
だ
っ
た
は
ず
。

し
か
し
、
順
調
だ
っ
た
の
は

23
年
度
ま
で
で
、
24
年
度
は

風
向
き
が
変
わ
る
。

　

中
国
に
と
っ
て
代
わ
ろ
う

と
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
引

き
合
い
が
強
く
、
し
か
も
高

値
取
引
だ
っ
た
こ
と
か
ら
そ

ち
ら
に
行
き
先
の
重
点
が
移

っ
た
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
国
内
相
場

も
高
値
で
推
移
、
こ
う
な
れ

ば
、
水
産
会
社
も
高
値
取
引

の
海
外
や
国
内
流
通
の
ほ
う

へ
ホ
タ
テ
を
売
り
さ
ば
く
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

し
か
し
、
業
者
を
責
め
ら

れ
な
い
。
中
国
に
代
わ
る
売

り
先
探
し
は
将
来
に
つ
な
が

る
布
石
と
な
る
。
こ
れ
に
よ

り
返
礼
品
に
充
て
る
ホ
タ
テ

の
在
庫
が
少
な
く
な
り
、
返

礼
品
に
「
ホ
タ
テ
」
と
謳
え

な
く
な
っ
た
。
新
聞
報
道
に

よ
れ
ば
、
紋
別
市
は
11
月
末

時
点
で
72
億
円
、
前
年
同
期

比
で
半
分
と
な
る
。
23
年
度

は
１
９
２
億
円
で
道
内
１
位

（
全
国
２
位
）
の
好
成
績
だ

っ
た
。
事
業
計
画
の
練
り
直

し
が
始
ま
っ
た
。

　

気
ま
ぐ
れ
な
風
は
時
た
ま

吹
く
も
の
。
コ
ロ
ナ
に
翻
弄

さ
れ
、
中
国
政
府
の
政
策
転

換
で
ピ
ン
チ
に
立
っ
た
ホ
タ

テ
の
関
係
者
（
漁
業
者
・
水

産
会
社
・
自
治
体
）
は
次
に

つ
な
が
っ
た
。
店
頭
価
格
は

「
高
い
ね
ぇ
」が
筆
者
の
本
音
。

日
本
の
食
料
備
蓄
基
地
を

農
業
王
国
の
北
海
道
が

担
う
責
任
が
あ
る
！

１
日
１
杯
の
牛
乳
が

元
気
な
体
を
つ
く
り

明
日
の
酪
農
を
育
む

変
化
す
る
風
向
き
に
翻
弄
さ
れ
た

ホ
タ
テ
関
係
者
の
心
も
よ
う

変
化
す
る
風
向
き
に
翻
弄
さ
れ
た

ホ
タ
テ
関
係
者
の
心
も
よ
う

編

集

長

の

ひ

と

り

ご

と
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	No148-P05-北の森づくり専門学院2-241223A
	No148-P06_避難民-241218B
	No148-P07-中和石油-241220A
	No148-P08-読プレ-241223B

